
集計結果として、以下の5種類の資料、データが提供されます。
１）教科別得点分布グラフ ２）全授業集計一覧 ３）学年別集計
４）クラス別集計 ５）教科別集計

集計結果－１

＜教科別得点分布グラフのみかた＞
　　　　　　　　（例：教師の授業力を問うような質問の場合）

一つひとつの授業の得点

全校平均

教科平均

標準偏差
（＋側）

標準偏差
（－側）

他の範とすべき授業

早急に改善が必要な授業

「生徒による授業評価」　読取＋集計付マークシートの利用法

■１）教科別得点分布グラフ

数学

当該教科の全授業につき、質問
毎に集計された点数をグラフ上
にプロットしています。

得点率分布グラフの元データです。全
授業コードに対応した質問毎の点数が
百分率で表示されています。また、教
科内平均を中心として標準偏差より上
にあるものを水色、下にあるものをピ
ンクにアミガケしています。

標準偏差（σ：シグマ）とは
データのばらつきの大きさを
示す尺度で、データ全体の約
６８％が平均値±シグマの間
にあります。
上のグラフでは教科の平均値
を示す中央の◇から上下に延
びた腕の長さ（＝標準偏差）
の範囲内に約７割の授業が含
まれていることになります。
この範囲から下に外れる授業
に対しては該当する質問項目
に対する優先的な授業改善が
不可欠です。逆に標準偏差の
腕よりも上にある授業につい
てはそこにおける具体的な手
法や工夫を教科内、学校内で
共有し授業改善に役立てるこ
とが望まれます。

標準偏差（σ：シグマ）とは？

－５－

質問別の教科内平均、学校内平均、
標準偏差です。

教科別得点分布グラフ

集計結果が教科別に１枚のシートにまとめられたチャンピォンシート。
①質問別の得点分布状況、教科平均、学校平均、標準偏差を一つのグラフに集約
②当該教科の全授業の得点一覧表。教科平均±標準偏差の範囲から上下に外れる授業をそれぞれ水色、
ピンクのアミガケで表示。

１）教科別得点分布グラフ（印刷物での提供）



集計結果－２

■３）学年別集計

２学年の質問１におけるA～E各選択
肢毎の平均回答率％

「生徒による授業評価」　読取＋集計付マークシートの利用法

－６－

アンケートを行った全授業につき、各質問の選択肢別回答率（％）を集計した一覧表です。

２）全授業集計一覧（エクセルデータでの提供）

学年別集計、クラス別集計、教科別集計＜表３～５＞
全授業集計をさらに学年別、クラス別、教科別に集計し、各質問の選択肢別回答率（％）を
一覧データにしています。

■２）全授業集計一覧

１年１組教科ＡのコードNo.０２１の授業
についての質問１におけるA～E各選
択肢毎の回答率％

３）学年別集計、４）クラス別集計、５）教科別集計　（全てエクセルデータでの提供）

各種集計データ

１年２組の質問１におけるA～E各選択
肢毎の平均回答率％

教科Bの質問１におけるA～E各選択
肢毎の平均回答率％

得点の計算方法

選択肢A～Eに対し、１０、８、
６、４、２の点数を与えて得
た総合計を回答数で除して算
出します。
質問毎の満点は１０点、１０
問合計の満点は１００点とな
ります。

■４）クラス別集計

■５）教科別集計
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＜質問１＞　話し方

提供される集計データを元に、
エクセルのグラフ作成機能を利
用すると、グラフが簡単に作成
できます。
右のグラフは４）クラス別集計
データから作成された帯グラフ
で、質問１に関するＡ～Ｅまで
の選択肢別回答率をクラス別に
グラフ化したものです。

グラフの作成


